
編集後記
　毎号の編集を通じて社内の多様な技術に触れることができるこの仕事は，私にとって非常に刺激的であ
り，学びの多い時間となっています．普段は自事業所の技術に関わることが多いのですが，本技報を通じ
て他事業所の取り組みや工夫に触れることで，当社の技術力の広がりと奥深さを実感しています．開発・
設計現場や製造現場で培われた技術には，それぞれの背景や課題，そして技術者の熱意が込められており，
読むたびに新たな発見があります．本技報が，お読みになる皆様にとって技術への理解と関心を深めるきっ
かけとなり，社内外の技術交流の一助となれば幸いです．
� （周防委員）

　世界情勢は目まぐるしく変化し，企業は生き残りをかけ革新的な技術やサービスを駆使してより便利で
快適な生活の提供に努めている．日本国内においては，災害級の猛暑や数十年に一度の大雨の報道が頻発し，
異常事態であることを実感する．これを食い止めるため，カーボンニュートラル活動を通じて社会貢献を
することは企業としての当然の責務である．しかしこれだけではなく，この暑さに負けない情熱と信頼で
きる技術をもって，人々の暮らしを安全・快適にする技術や製品を提供し，社会に貢献する企業として成
長するために，カヤバ技報がそれを支える一端を担う存在でありたいと考える．
� （神谷委員）

　奈良の大仏の高さは16m，総重量380tonの世界最大の青銅製鋳物である．約1,300年前にこの巨大な鋳造
物をつくった先人の偉業には，鋳造に携わるものとして感服する．鋳物作業は２年で終了したが，引け巣
や湯回り不良などの対策に５年の歳月を費やしたそうだ．鋳物不良の事象を正確にとらえ，手を打ち，そ
れを維持する仕組みを講ずることは小生の使命であると思っている．原因さえつかめば，対策することは
それ程難しくはない．しかし，鋳物は固体→液体→固体と変態を伴う過程で様々な影響を受けるため，原
因すらつかむことが一筋縄ではいかない．あえて不良現象を再現させてみせることができれば，おのずと
対策は打てるはずである．若手鋳造技術者には，そのような経験をたくさん積ませていきたい．
� （杉村委員）
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　日頃，カヤバ技報をご愛読いただきありがと
うございます．第50号（2015年４月発行）から，
より多くの方々にご覧いただくことを目的とし，
弊社ホームページへの掲載を行っております．
是非ご利用下さい．
　なお，冊子の発行は従来通り行ないますので，
こちらもあわせてご利用下さい．

〈カヤバのホームページアドレス〉
https://www.kyb.co.jp/
（�トップ画面からカヤバ技報バナーをクリックし
て下さい）

ホームページへの掲載のお知らせ

　


